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日本画家伊東正次先生 
久遠寺宝物館のロビーで展覧会 

3 月 23 日身延山久遠寺で行っている「伊

東正次・身延山の十二ケ月・日本画奉納記

念展」に伺いました。しだれ桜が満開で春

爛漫の言葉通りの素晴らしい日でした。 

奉納式は本堂で行われ、先生の作品が並

べられ、池上要靖庶務部長により執り行わ

れました。作品は日蓮宗宗務院発行の宗報

の表紙を飾り、その作品が今回身延山へ奉

納されたのです。 

本堂には伊東先生の「広島被爆樹木ユー

カリ」の襖絵が展示されていました。絵の

中央に二抱えもある太い幹が原爆のためか

古木特有の痛々しいほどのこぶが幾つもあ

ります。しかし両端に長く伸びた枝にはユ

ウカリの葉が無数に茂り、生命力を感じさ

せます。先生の大学での恩師である加山又

造先生の「墨龍」の天井画と調和していま

した。先生は天井画の制作時にお手伝い出

来なかったことを悔やんでいらっしゃいま

した。 

本堂の地下にある宝物館のロビーに、先

生の奉納された絵と桜の襖絵などが展示さ

れていました。ギャラリートークは伊東先

生と池上先生(庶務部長)のお二人で進めら

れました。 

伊東先生「この身延山は鎌倉時代から 700

年も朝のお勤めが毎日欠かさず続いている

ことがすごいと思います。日本画家は現代

的なものを除き江戸時代頃からあるものを

描きたいと思っています。お坊さんを描く

ときマスクをどうしようかと迷いました」

と話されました。池上先生「マスクは奈良 

 

時代から『ふくめんぴ』と称して、ご飯を運

ぶときに紙でできたマスクをつけていまし

た。この絵のマスクは現代的なですが、、」と

話されました。 

伊東先生「御草庵跡に入る所にある橋を渡

ると空気が違うというか霊気を感じます」池

上先生「その橋は龍潜橋といい、青い龍は爪

が 3本です。黄金の龍は 5本です。龍は尊い

ものをまもるもので、インドではドラゴン＝

大きなワニです。中国に渡り仏教の中国化で

想像上の動物龍が誕生します。東は青龍が守

っているので、草庵の東側にある橋なのでそ

の名がついたのでしょう」。 

池上先生「先生の作品の印象は散華図です

が、今回奉納された作品は写実的ですね」伊

東先生「私は大学受験勉強では、デッサンを

学んでいましたし、大学に入ってからも西洋

画の勉強、遠近法や影を長く学んできまし

た。卒業してから日本画を学び線が命だと表

現しています。しかし表現に西洋式が出てし

まいます。私は今ではそれでいいと思ってい

ます。コロナ過より私は散華図や野仏図を描

いていますが、仏画ではないかと思うように

なりました。中央の上から仏様が降りてくる

ような、聖なるものを中央に描いています。」 

池上先生「生地は何でしょうか？」伊東先

生「和紙です。この部分に金泊を張りその上

に色を重ねています。和紙は赤沢宿で絵灯籠

を描いた時から西島の山十製紙にお願いし、

て、楮〇％三椏〇%とお願いできるので助か

ります。」お二人のトークは会場の雰囲気も

相まって 格調高く来場所も興味を持って

聞き入ってました。 

 

 

 


